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ロゲナーゼ還元酵素  (nifH) が担う。海洋の単細胞性窒素固定ラン藻は、nifH遺伝












 (35°50N、134°19E) およびStn. 7 (37°20N、134°19E) において、異なった深度  
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ープの16S rRNA遺伝子配列は、いずれもUCYN-Cに由来するものと考えられた。
 リアルタイムPCRによる定量を行った結果、UCYN-Aは本沿岸域において6-7月と
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を担っている。単細胞性窒素固定ラン藻は、ニトロゲナーゼ還元酵素  (nifH) に
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